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和田の資源を活かそう未来会議 

―第２歩目―（地域連携アドバイザー事業） 

第 2 回目となる会は、12 月 16 日に開催し

前回のアンケートに寄せられた質問等への回

答がなされました。 

はじめに、これまで和田地区で取り組んで

きた状況を公民館長から報告しました。 

次に黒木さんが、和田地区の現状について

人口推移(2013 年～2022 年)、和田小学校児童

数、空き家数、農業就業者数の数値、将来の

人口予測を具体的にわかるようにグラフで説

明しました。なんと、このまま何もしなけれ

ば現在465人が 50年後の和田地区の人口は 67

名という危機的な数字が示されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年～2022年の人口減少率(-17.73％)を基準に推計 

これまでの地域での取り組みや人口の推移

をもとに村上さん進行のもと『和田地区の抱

える問題・課題』について話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

和田の良い点は伸ばし、 課題を解決するには 

和田地区発展のポイントは・・・ 

和田小学校が複式学級を解消し、現

在の 6 クラスの木造校舎を改築するま

でには、公営住宅の誘致、中和田・上

和田ミニ住宅団地の誘致など、人口減

少対策に積極的に取り組んできていま

す。中和田・上和田自治会では、ミニ

団地に移住して来た皆さんが今では、

自治会の中核となっています。 

何もしなければどの自治会も人がい

なくなる可能性があるという事実を再

確認する必要があるようです。 

上和田自治会では移住されてきた

方々の意見を取り入れて、時代に合わ

ない会合・各種作業などの欠会費(罰

金)を廃止し、できる人ができる作業を

できる時にを目標に各作業や行事など

行っています。おかげさまで、移住転

入される方がここ数年で 8 世帯ほどあ

りました。今年の拝賀式は、子どもた

ちの参加もありにぎやかでした。 

若い人が住みやすい地域とは・・・

あなたの子どもに聞いてみるのも 

 未来会議参加者アンケートから 

 取り組んでほしいテーマは・・・ 

 ◎草払い作業の回数を考慮して 

  若い人たちを呼び込むためには、子育て

世帯は、どうしても習い事やスポーツ大会 

 など日曜日はつぶれる。その中で集落の行

事が重なるとなると子育て世代が定住す

るハードルが高くなる。 

  解決策⇒無理のない計画ができること

がベスト 

   現在、学校行事では、保護者の負担軽

減を図るために、学校応援団を組織し、

夏休みのプール監視や学校美化作業を

支援し成果を上げてきました。 

   自治会作業でも、子育てを終えた世代

や定年世代が自治会作業を応援する仕

組みができたら良いと思う。例;平日に

できる人たちで作業することは・・・ 

 ◎魅力ある賃貸物件の確保を 

   人口増加、子育て世帯の確保には、住

宅は直結する課題・・いきなり購入は、 

  未来会議次回は、これまでのまとめと 

今後の進め方を話し合います 

1月 27日(金) 19：30～ 

     和田地区公民館 会議室 

 

県下一周駅伝を応援し 

地区グラウンドゴルフ大会に参加しよう 

2 月 19 日(日)10：00 和田小集合 
  〇駅伝の選手通過は、苙岡を 9時 20分

頃です。各地区代表選手に声援を！ 

グラウンドゴルフ大会に参加ご希望

の方は、各自治会体育部長さんへ 

後日、体育部より案内があります。、 

２月の行事予定 

日 曜 行  事 

３ 金 スマホ教室 19：00 

４ 土 公民館講座合同閉級式＆女性

大会 吹上中央公民館 9：45 

７ 火 ヨガクラブ 20：00 

９ 木 総務教養部会・専門部部長、副

部長合同会；ソフト事業(R5 年

度)予算（案）検討会 19：30 

10 金 文書発送  女性学級 19：30 

11 土 🎌建国記念の日  サポーター

クラブ作業 8:00田中城跡 

13 月 ハーモニカ教室 10：00 

17 金 リズム体操 10：00 

19 日 県下一周駅伝吹上通過 9：20 

和田地区グラウンドゴルフ大

会 応援終了後集合 

21 火 高齢者学級閉級式 10：00 

ヨガクラブ 20：00 

22 水 保健福祉部会 19：30 

23 木 🎌天皇誕生日 

24 金 文書発送 

25 土 フラダンス教室 13：30 

〇県アドバイザー事業を取り組み、あらた

めて、地域が良くなるためには、普段の努力

が必要なのだなと思いました。何もしないと

人がいなくなる。国も少子化対策、異次元の

取り組みするとか。和田地区では、子育てを

応援する体制を何ができるか。次世代の若者

たちを育てる環境をつくる。そのために何が

できるか、できることを考え、行動していき

ましょう。人口減少対策、待ったなしです。 

おひさま運動 

お はようの声ひびく 思いやり育てる やさしいまち 

ひ ろげよう読書 感動あふれる 学びのまち 

さ わやかな汗 心と体きたえる 健康なまち 

ま もろう決まり みんなでつくる 安全なまち 
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新年あけましておめでとうございます 

兎年！ 飛躍・向上する年に 
       和田地区公民館長  山之内修 

昨年中は、公民館活動に対し皆様方のご理解 

ご協力を頂きありがとうございました。 

令和４年は、新型コロナウィルス感染発生か

ら３年目の年となり、ウイズコロナの生活、地

域活動をどのようにしていくか模索し取り組ん

できた一年でした。 

和田地区では、夏の思い出づくりにと協賛金

を募っての花火大会、和田小地区合同運動会、2

年ぶりの地区文化祭など、地区民の皆さんの理

解と協力のもと実施し成果を上げることができ

ました。 

地域の重点課題であります人口減少対策で

は、昨年は５世帯の方が移住転入してください

ました。特に、若者世帯の移住転入により、和

田小学校児童数も 17 名になりました。 

地区文化祭では、子供たちの元気あふれる演技

発表、移住された方の作品展示もあり、新しい

風を吹き込んでくださいました。 

地区内にあります貴重な空き家をいかに活か

し活用していくかが「持続可能な地域（自治会）」

実現へ向けて大きなポイントとなりそうです。 

転入された方々は、和田の良いところは「豊

かな美しい自然環境・里山の風景」「地域のつな

がり」「鹿児島市に近い」などを高く評価されて

います。 

 今年は兎年です。「50年後も子どもたちが住み

たいと思う地域に」の思いを大切に、飛躍・向

上する年になるよう取り組んでいきましょう。 

令和５年日置市消防出初式開かる 

 1月８日(日)日置市消防出初式が、東

市来町文化交流センターで開催されま

した。団員の永年の功績をたたえる表

彰式では、坂口宏さん(助代自治会)が

20 年勤続により県消防功績章、髙見敬

三さん(下和田)が県と市の 10年勤続章

を受けられました。おめでとうござい

ます。 

前部長の榊満博さん(苙岡)は、25 年

勤続し退団され感謝状が贈られまし

た。長年ありがとうございました。 

 今年、下野照太さん(上和田)、黒木

智大さん(中和田)が入団されました。 

 

 

 

 

 

 

地域防災の要 団員の勇姿(堀川・放水訓練)   

【団員紹介敬称略】副分団長；福添良広 

部長；坂口 宏 

 班長；下園忠征  堀明人 

団員；髙見敬三・宇治野優平 

田中宏和・堀ノ口尚遠 

下野照太・黒木智大 

団員を募集しています 

和田分団は、団員定数(13 人)に足りま

せん。地域防災の要としてあなたの力

を貸してください。 

農村文化の伝承：鬼火焚き  

 

 

 

 

 

 

 

 

神聖な鬼火焚きに子どもたちも興味津々（上和田） 

 

 

 

 

 

 

 

 
高い櫓まで点火・悪霊退散を祈ります(下和田) 

1 月 8 日(日)上和田自治会・下和田自

治会で鬼火焚きが行われました。 

鬼火焚きは、正月飾りについてきた悪

霊(鬼)を追い払う鹿児島の伝統行事で

す。和田地区では、水土里クラブ活動の

農村文化の伝承を通じた農村コミュニテ

ィ活動として取り組んでいます。櫓は、

青壮年部員の皆さんを中心に孟宗竹を組

み櫓を造りました。子どもたちは燃え上

げる炎に神妙に見入っていました。 

  すてきな暮らし 夢追い人発見 

  昨年 3 月に転入された上和田の下野未

来子さんは、焼き芋の魅力に興味を持ち

焼き芋を通じて幸せを届けたいと挑戦し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『焼き芋の魅力を発信し、交流・笑顔を』下野さん 

素焼きの壺を使い昔ながらの製法で焼

き芋を焼き、県内各地のイベントやカフ

ェの軒先に壺を持ち込んで販売をしてい

ます。芋にもこだわりがあり、有機栽培

の芋を使用しています。下野さんは、今

年から自宅でも週 1 回壺焼きを始めて、

定期的に販売し「地域の皆さんが気軽に

寄ってほっこりできる場所になれば嬉し

いです」と話していました。下野さんは、

年末の南日本新聞にも掲載されました。  

 

 

 

    

 

 （２月の行事予定は、裏面へ） 

 

第 5期地区振興計画（令和３年度～５年度） 

地区のテーマ；『ずっと住み続けたい地域を目指して』 

 三世代 仲良く、住んで良し 学んで良し、 

和田地区・和田小学校 

和田地区人口：総人口/465人 男性/228人 女性/237人 世帯数/257世帯 5.1.1現在 

 

新年度の公民館講座募集中 

  新しい学び始めてみませんか 

  リズム体操が 3 年目になり、終了し

ます。新しい講座を募集します。 


